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は じめに

人の末梢血管は皮膚表層の表皮下真皮乳頭層の

血管を最小血管 とする血流網を形成している.乳

頭層の細小血管は皮膚表面 を拡大する と,そ の

ループの頂点を観察できるわけであるが,指 爪郭

の爪上皮(あ まかわの所)部 では,そ の全容を観

察することが可能である(図1,図2).た とえば

皮膚筋炎では,毛 細管の拡張や出血が認められる

が,爪 郭の毛細管ではその病態がはっきりと可視

化されている(図3,図4).本 研究では,皮 膚毛

細管動静脈ループを流れる血流の血行動態を,毛

細血管顕微鏡 と高速度ビデオカメラとを組み合わ

せることにより,非 侵襲 ・非観血で高時空間分解

能に観察する手法を開発した.

図1ど うして爪郭部で毛細血管がきれいに観察

できるのか?

皮膚表面を拡大すると,毛 細管ループの頂

点が観察できる.し かし爪郭部では毛細血

管が横 にな り,毛 細動脈 と毛細静脈のルー
プの全容が観察でき,皮 膚毛細管の生理学

的 ・病理学的現象を直接可視化できる.

図2健 常人の爪郭部の毛細管ループ

方 法

撮影時間間隔を500分 の1秒 と設定 し,10マ イ

クロメー トル程度の径を持つ毛細血管内を流れる

赤血球の様子 を撮影 した.こ の手法を用いて得ら

れたデータに画像解析を適用することにより,赤

血球の移動速度を定量化した.

図3皮 膚筋炎:爪 郭部の血管拡張,出 血

結 果

高速度撮 影 による解析 の結果,毛 細血管動脈 を

流 れ る血 流流速 は3.97mm/s程 度 と考 え られた.

一方 ,毛細 血管静脈 を流れ る血流流速 は2.87mm/

s程 度 と考 えられた.

考 察

本研究では,毛 細血管顕微鏡 と高速度 ビデオカ

メラとを組み合わせることにより,皮 膚毛細管動

静脈ループを流れる血流の血行動態を,非 侵襲 ・

非観血的に高時空間分解能で簡易に観察する手法

を開発 した.撮 影時間間隔を500分 の1秒 と設定

図4皮 膚筋炎の爪郭部の毛細管 ループ.毛 細管

の蛇行,拡 張,出 血が認 め られる.

し,10マ イクロメー トルから20マ イクロメー ト

ル程度の径を持つ毛細血管動静脈 と毛細血管内を

流れる赤血球の様子を撮影し,動 脈側ならびに静

脈側の血流速度を決定 した.今 後 は,血 管腫など

の病的状態における血流を観察し比較検討 してい

きたい.


